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平
素
よ
り
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
わ
が
国
経
済
は
、
政
府
の
経
済
対
策
が
奏
功
し
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
等
を
背
景
に
緩
や
か
に
回
復
し
て
お

り
ま
す
が
、
世
界
景
気
が
全
般
的
に
勢
い
を
欠
く
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
後
も
経
済
の
好

循
環
を
持
続
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
は
、
一
層
強
力
な
取
組
み
の
実
施
に
よ
り
、
景
気
の
下
支
え
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 

 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
近
年
相
次
ぎ
発
生
し
て
い
る
大
規
模
自
然
災
害
を
踏
ま
え
、
切
迫
す
る
巨
大
地
震
等
や
気
候
変

動
の
影
響
に
よ
り
頻
発
・
激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
る
気
象
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靭
化
の
た
め
の
三
か
年
緊
急
対
策
」
で
掲
げ
た
目
標
の
達
成
と
、
三
か
年
緊
急
対
策
後
も
見
据
え
た
取
組
み
の
加
速
化
・

深
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
す
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
将
来
の
経
済
成
長
や
国
民
の
安
全
・
安
心
を
実
現
す
る
ス
ト
ッ
ク

効
果
の
高
い
社
会
資
本
を
戦
略
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
公
共
事
業
費
の
思
い
切
っ
た
増
額
と
将
来
に
わ
た
る

安
定
的
・
持
続
的
な
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会
資
本
を
適
切
に
維
持
・
管
理
す
る
と
と
も
に
、
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災
害
時
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
発
注
者
の
体
制
強
化
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 
一
方
、
技
能
者
の
高
齢
化
が
著
し
い
建
設
業
界
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
良
質
な
社
会
資
本
の
整
備
を
続
け
る
た
め
に
は
、

建
設
工
事
の
働
き
方
改
革
と
生
産
性
向
上
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
日
建
連
で
は
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る

公
共
工
事
発
注
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
週
休
二
日
の
実
現
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
普
及
促
進
、
労
務
費
見
積
り
尊
重
宣
言
の
徹
底
、i ‐

C
o
n

stru
ctio

n

の
施
策
に
呼
応
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
三
次
元
デ

ー
タ
の
利
活
用
な
ど
に
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
年
六
月
の
新
・
担
い
手
三
法
の
成
立
に
よ
り
、
働
き
方
改
革
の
促
進
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
施
策
や
公
共
工
事
受
発

注
者
の
責
務
が
明
確
に
な
り
、
私
ど
も
も
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
活
動
を
さ
ら
に
強
力
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
建
設
企
業
が
こ
う
し
た
取
組
み
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
ま
た
、
若
者
に
希
望
と
誇
り
を
持
っ
て
建
設
業
に
入
職
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
明
る
い
見
通
し
を
持
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
持
続
的
な
公
共
事
業
費
の
増
額
は

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
の
認
識
に
立
ち
、
次
の
点
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 
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特
段
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

記 

 

一
、
東
日
本
大
震
災
や
令
和
元
年
台
風
十
五
号
、
十
九
号
な
ど
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
加
速
と
最
終
年
度
を
迎
え

る
「
防
災
・
減
災
と
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
三
か
年
緊
急
対
策
」
で
掲
げ
た
目
標
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
成
長
力
を
強
化

し
支
え
る
社
会
資
本
の
着
実
な
整
備
に
よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
後
も
経
済
の
好
循
環
を

さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
及
び
令
和
二
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
公
共
事
業
費
の
大
幅
な

増
額
を
図
る
こ
と
。 

二
、
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
的
な
維
持
管
理
・
更
新
や
、
三
か
年
緊
急
対
策
後
も
見
据
え
た
国
土
強
靭
化
の
加
速
化
・
深
化
を
図

る
と
と
も
に
、
将
来
の
成
長
の
基
盤
と
な
り
、
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
資
す
る
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
重

視
し
た
社
会
資
本
を
全
国
各
地
で
戦
略
的
に
整
備
す
る
た
め
に
、
三
か
年
緊
急
対
策
後
の
取
組
み
も
含
め
、
中
長
期
計
画
の
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策
定
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
た
公
共
事
業
費
の
安
定
的
・
持
続
的
な
確
保
を
図
る
こ
と
。 

三
、
日
建
連
で
は
、
週
休
二
日
の
実
現
と
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
な
ど
、
建
設
業
界
の
働
き
方
改
革

と
担
い
手
確
保
に
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
新
技
術
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
三
次

元
デ
ー
タ
の
利
活
用
な
ど
、i-C

o
n

stru
ctio

n

の
推
進
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
資
す
る

技
術
開
発
投
資
な
ど
へ
の
重
点
配
分
を
図
る
こ
と
。 

四
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
及
び
維
持
管
理
の
実
施
や
災
害
の
頻
発
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に

係
る
取
組
み
を
確
実
に
推
進
す
る
た
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
必
要
な
知
識
や
技
術
を
有
す
る
職
員
の
確
保
・

育
成
を
含
む
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。 

以
上 
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